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はじめに
「国際化」と言われる現代社会において，多
くの日本人は海外派遣・旅行・留学など，犠々
な形で異文化体験をしている。今や「異文化J
という語は，堅い学術用語ではなく，巷聞に溢
れる日常語となっているほど使われている。具
体的に異文化体験とは何であろうか。異文化体
験とは，中心に人間と人間との関係が基盤とし
て存在し，その人間関係において相互の文化が
何らかの形で異なる場合に起こる異文化の触れ
合いのことを言うと考えられる。本文では異文
化適応，カノレチュア・ショックとは何か，そし
てカルチュア・ショックに関わる要因について
考える。さらに論理療法における異文化を援助
する可能性について検討する。
I 適応F 異文化適応及びカルチュア＠
ショック
1 適応・不適応
本来，生物が生き延びるために何世代もかけ
て少しずつ変化してきた過程を意味する「適応」
という 広く一般に使われるようになる
につれて， 「適応J 「不適応Jが，それぞれ
「よいことJ「よくないこと」という価値判断
＊ 臨床心理学異文化関心理学
をともなって使用されてきた。適応についての
定義も様々と多様であり，その中にBock,P.K
(1974）は，人間の適応行動は，他の動物に比
べるとはるかに複雑であり，また，人間が適応
すべき環境には3種類があると指摘している。
第一は，物理・生物的環境への適応で，一般に
自然への適応と呼ばれているものがこれに当た
る。第二は，社会的適応で，集団への加入・人
間関係の形成過握をいう。第三に，心理的適応
の次元で，自分自身への適応（内面的適応）で
ある。また，江淵（1986）による定義では，適
応とは「個体が生存するために環境を可能な限
り改変したり，逆に環境に適合するように自分
の方を変えたりする自他調節の過程である」と
述べられている。
このように，適応とは，周りの環境の中で自
然，社会，及び心理的適応を保つために，環境・
自己を変化させる自他調節の過程としてとらえ
る方が適切で、あると考えられる。
2 異文化適応・不適応
江淵（1986）は異文化適応について認知地図
と文化の視点から以下のように述べている o
f異文化の中で暮らすとは，価｛直観はもとより，
喜怒哀楽の感情の表出の仕方についてすら異な
る地図を持った生身の人間と日常的に触れあう
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らしを意味する。異文化の中で生きていくた
めには，日常生活に必要な物質やサービスはど
こでどうやったら手にはいるかといった，現地
生活のシステムに習熟することから始まって，
その社会に住む人間ふさわしい行動を可能にす
るための地図を，いわば手探り状態で見つけ出
し，可能な限り自分の地図の書き換え（行動の
再体制化）を鴎らねばならない。それが異文化
への適応で、あるJ。また，江淵（1991）は，留
学生の「適応」について，留学生が在留圏の文
化を理解するだけの「一方通行的J理解でない
「相互通行的」理解という新しい概念の必要性
を示唆している。従来，留学生の適応といえば，
留学生が在留国の社会的，文化的環境に自分を
合わせていくことができるような自己調整を図
る心理的，行動的過程を意味していたが，それ
は，いわば同化型の適応概念である。しかし，
最近では，留学生の同化を強制するのではなく，
受け入れ側はできるだけ彼らの生き方を許容す
る方向で対応し，場合によっては彼らに合わせ
て受け入れ側が自己調整（自己変革）を図るこ
とも必要であるとする「相互調節」 (accomm-
odation）型の適応概念が発展してきていると
している。
(1989）は， 「異文化適応とは，ある個
人が自分の生まれ育った社会環境から離れて，
異なった新たな環境に慣れてゆく過程をいう。
文化が異なると，馴染みのある衣食住の条件，
人間関係においての常識，規範，行動様式，気
候や地理的環境，交通手段，生活のペースなど
が一斉に，そしていきなり変わってしまう。人
がこの変化にどの程度，どの側面に頗応できる
か，またどのような経過をたどってそれを達成
できるのかが異文化適応であるjと述べている。
さらに，ここで重要なのは「この定義で最も大
切な要因の一つは“時間”の経過である。異文
化適応、は静的なものではなく， “過程”である
ため，絶えず変化していく心理的な状態であるJ
という指摘である。
逆に異文化不適応について上原（1988）は，
「人間が異文化に移行した際，自国の文化で日
常に行っていた行動様式が機能せず，無力感や
喪失感，また，不快感や被拒絶感などの否定的
な心理状態に陥ること」と定義している。これ
らの感情が過度に感じられることにより精神的
に不安定な不適応状態は心身症状にも現れるこ
とがあると述べている。
以上の 3人は，異文化適応という概念につい
て認知・行動・感情の面に分けて述べている。
他の文化に適応していくとは，自分の文化を捨
てて相手の文化に染まることではなく，適応過
謹において，既に身に付いていた自国文化と新
しく接触した文化の両者を溶け込ませ， 自国・
他国の違いを超越した一個人としての生き方，
考え方，価値観，世界観を作り上げていくこと
を意味すると考えられる。従って，異文化適応
については，単に学士号の取得，仕事の完成な
どの具体的なゴーノレへの達成度による目的志向
性で考えるよりは，異文化と親しくなったり，
苦闘したり，疎外されたりして，人は異文化に
おける生を日々生きているというプロセス志向
の程度の方が大切である。異文化を生きる人々
自身も，プロセス及びその中味を大切にしてい
かなければならない。逆に，プロセスを大切に
し楽しめるようになると，異文化適応はスムー
ズにいくのではないかと思われる。
3 カルチュア・ショック
カルチュア・ショックは異文化における適応・
ポ適応の問題を考えていく上で，避けられない
概念であるが，カルチュア・ショックはどのよ
うなことを意味するのであろうか。
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Oberg (1960）は，カルチュア・ショックを
「新しい異なった文化的環境において体験する
心理的反応であり，さらに対人関係においての
馴染み深い表像（言語，ジェスチュア，表現，
習慣など）を失うことの結果として生ずる不安
感によって助長されるものであるJと述べてい
る。
また，星野（1980）は， 「文化ショックとは，
一般的には個人が自身の文化を持っている生活
様式，行動，規範，人間観，価値観が多かれ少
なかれ異なる文化に接触した時に，当初の感情
的攻撃，認知的不一致として把握されることが
多い。しかし，決してそれだけに止まらず，そ
れに伴う心身症状や累積的に起こる潜在的，慢
性的パニック状態である」と説明している。
さらに，江淵（1986）は文化人類学の視点か
ら，カルチュア・ショックについて「異文化を
持つ国では，行動体系が異なるため，その場に
適切な行動の見当がつかず，戸惑い，ひとつひ
とつ意識して選択しなければならない。また，
恰もその異文化が自分を拒絶しているかのよう
に感じる。その際の拒絶感，隔絶感から精神的
平衡が乱れるJと説明している。
カノレチュア・ショックを乗り越えていく過程
（プロセス）には，多くの人が共通して経験す
る過程が存在する。したがって，このような過
程の枠組みを理解することは，異文化適応への
援助を理解する上で重要なことであると忠われ
る。カルチュア・ショックという言葉を広く
及させたOberg(1960）は，カルチュア・ショッ
クという概念で異文化適応過程を4段階に分け
ている。それについて，星野（1980）はその4
段階を次のように説明している。
① 瞬化期（または魅了期） ：ある個人が外
地にいき，異文化の中で生活を始めた場合，始
めは，自分を取り巻く新しい文化環境に感激し
魅了され非常に幸せだと思う。
② 敵対期（または移行期） ：少し落ち着い
てくると，普通の何でも日常の諸活動が突然に
超えにくいものと感じられるようになり，自分
を取り巻くものが不合理に感じられて違和感，
被拒絶感，さらに敵意さえ持つようになるO し
かし，それは当時に，自分の価値観から異文化
の価値観へ（挑戦しつつ）移行する時期でもあ
る。
③ 適応期（または回復期） ：異文化を理解
するようになり，普通のユーモアの感覚や，心
理的バランスや適応感を取り戻すようになる。
④ 受容期（または客観期） ：人聞は，その
異文化の長所，短所を見分けて客観的に受容す
るようになる。
以上の異文化適応に関する段階論は，全ての
人に当てはまるとは限らない。一段階の長さの
個人差はかなり大きいことを考慮、に入れなけれ
ばならない。また，経過が乱れ，逆戻りする可
能性もあるため，各段階論を理解する時には，
異文化適拡援助する時には，柔軟に考える必要
性があると思われる。斎藤（1986）は，異文化
への適応は，カルチュア・ショックにみられる
ように，一般に困難で，苦痛を伴うものである
が，こうした欝害の克服によって，本人の人格
にある強さが作り出されるとしている。また，
異文化体験を持つことが，さまざまな困難や葛
藤に出合っても，不合理な緊張解消に向かわず，
合理的な解決を求め続ける力を形成する機会と
なっているとも指摘している。
4 カルチュア・ショックに関わる要因
人間が異文化を体験するときには，自然環境
や社会環境によってカルチュア・ショックが誘
発される。星野（1980）のカルチュア・ショッ
クの原因は次のように示されている。 「異文化
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と接触することによって文化環境が異なったた
めに，それまでは有効であった手段が無力化し
てしまい，いままで使ったこともないような手
段を使うことを余儀なくされてしまう」。これ
らには，喪失感，被剥奪感，劣等感，価値観や
自己のアイデンティティの感覚をめぐる混乱，
不能感などの心理を伴い，このような精神的不
安定の状態を文化的疲労という。また，この文
化的疲労から，心身症的症状が現れることがあ
ると述べている。
また，近藤（1981）は， カノレチュア・ショッ
クについて， 「個人（心理）一文化的現像J
(psycho-cultural phenomenon）であり，そ
の個人的，文化的と社会的要因の複合現像であ
ると指捕している。また，近藤は個人的要因，
文化的要因，社会的要図の 3つの要国について
次のように詳しく説明している。
① 個人的要因
人が異文化に接した際の反応の仕方は，その
人の年齢，性格，生活歴（特に異文化との接触
の経験直において），価値観などによって様々
であるが，その反応のパターンとして，大体拒
否的タイプ，攻撃的タイプ，消極的タイプ，積
極的適応タイプと迎合的同化タイプという 5つ
のカテゴリーに分類される。ところが， 「積極
的」が主で「追合的」が従であるといった具合
に， 2つ以上のカテゴリーに属した反応の仕方
をすることがある。例えば，攻撃的な反面，
極的に適応しようとする要素が同居していると
いうことである。また，時間的な経過において，
一つのカテゴリーから他のカテゴリーに移行す
るということもある。例えば，初めに拒否的で
あった者が，時間の経過に従い，積極的に適応
しようとする姿勢に変わるという現像である。
異文化と接した際に，そこで示す反応の仕方は，
生活状況の変化，時間の経過，個人の性格など
によって異なったものとなる。
② 文化的要因
日本人は，根強い白文化中心主義をもってい
る。異なった風俗や習慣を持った異人に対して
は，極めて閉鎖的であり，排強的になる傾向が
ある。更に，日本人は「仲間と一緒にグループ
で入るとき，他の人々に対して実に冷たい態度
を取る。相手が自分よりも劣勢であると思われ
る場合には，特にそれが優越感に似たものとな
り， “よそ者”に対する非礼が大っぴらになる
のが常であるJ。また， 「タテ社会の人間関係j
と近藤が中根千枝を引用している。
③社会的要因
日本人の社会には，集団を軸として展開され
る人間関係がある。すなわち日本人の人間関係
は，集団に依存する，集団が優先し，集団に個
人が埋没することが求められ，集団生活に強く，
個人生活に弱い特性があるO この特性により，
日本人は，自分達の仲間以外の者（集団の基準
や習’慣などに従わない者）は，拒否し，反発し，
こき下ろすという現像がある。
I 論理療法
1理論
論理療法は，アメリカの心理学者Albert
Ellisが創始した精神分析から出発した心理療
法である。その名称は始めRationalTherapy 
であったが，後にRational-Emotive-Therapy
(RE T）となり，さらに近年， Rational-
Emotive-Behavior-Therapy (RE BT）へと
変化しているO 日本では，論理療法，論理・情
動療法，理性的・喚情療法など様々な訳語が用
いられている（真仁田・村久保， 1988）が，本
研究では，題分（1981）にしたがい，論理療法
をその訳語として用いることとする。
??? ? ??
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圏分（1981）によると，論理療法における特
徴は， Ellisの出発点である精神分析を人生哲
学を扱わない表面的なものであると批評し，人
生哲学の検討を基本としている点にある。また，
我々人聞が様々な物事を感じ，それと同時に考
え行動するという一貫したプロセスに注目し，
人間の 3つの側面である哲学（認知）・行動・
感情のすべてに覆極的に働きかけ，能動的・指
示的に説得・対決を行う療法としての特質を持っ
ている。論理療法は，これまでの多くの心理療
法を検討した結果，心理療法の新しいアプロー
チとしてそれらを統合的にとらえた。折衷主義
の立場をとっており，中でも特に行動療法を多
く取り入れた認知行動療法の lっとして広く知
られている。
論理療法では，人間は本来論理的（Rational)
な存在であるとする人間観が基本となっている。
不快感，不適応行動および神経症的行動の原因
は，それをもたらしたと考えられる出来事その
ものではなく，その出来事をどのように受け取っ
たのかという受け取り方（BeliefSystem）に
あると考えるのである。非論理的・非合理的な
信条で不快感，不適応行動などを引き起こす受
け取り方をイラショナル・ピリーフ（Irrational
Belief）という。不快感，不適応行動および
神経症的行動は，イラショナノレ・ピリーフによっ
て生じるというのが，論理療法の基本的な理論
である。例えば，人に拒書された時に，拒否さ
れたこと自体によって不安，諮り，抑うつ，絶
望を体験するのではなく， 「私はどんな時でも
人に受け入れられるべきである。受け入れられ
ないと私はダメな人間だJのような思いこみを
持っているために，抑うつ，過度の怒りを経験
すると考えられ，このような思いこみはイラショ
ナル・ビリーフである。一方， 「私はいつも他
人の欲求を満たすことができるとは限らない。
ゆえに，どんな時でも人に受け入れられるのは
無理である」などといった考え方をしている場
合には，拒否される経験により，悲しんだり，
怒ったりする反応が見られるが，抑うつ，絶望
などの不適応の状態には焔らないと考えられる。
このような考え方はラショナル・ピリーフ
(Rational Belief ：合理的信念）と呼ばれる。
我々人聞が無意識的にまたは意識的にイラショ
ナル・ピリーフを後天的に学習しそれらにと
らわれているために，不快感を覚えたり，不適
応行動を起こしたり，不幸に陥ったりするので
ある。したがって，論理療法の焦点は，個人の
日常の様々な問題や問題行動の背景にあるイラ
ショナル・ピリーフを発見し，修正し，論理的
な考え方ができるように援助することである。
論理療法では，個人の考え方を変えれば自己変
革につながり，悩みを軽減するのに役にたつと
いえよう。
論理療法の治療的理論はABCD E理論とま
とめられ，図のように表される（石隈， 1989）。
問題行動を起こしやすい状態（A, activating 
event）において，人の考え方である信念体
系（B, belief system）が存在し，その結果
が情緒・行動面に現れる（C, consequence) 
と示される。つまり，このBによって結果Cが
決定されるのである。したがって論理療法では，
これら非論理的なBに反論・論駁し（D,
disputing），その効果として「効果的な新し
い人生哲学j ( E, effective new philosophy) 
を得ることになると考えられる。つまり，非論
理的な思いこみを排するのである。
A （できごと）←B （考え方）→c（結果）
D （反論）→E （効果）
論理療法のABCDE理論（石隈1989より引用）
?
?
? ?? ?
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2 イラショナJI.-・ビリーフとは
石隈（1989）によると， 「イラショナノレ・ピ
リー フは， 『ねば（なければ）ならない』 『な
くてはならない』 『べきである』 『当然である』
というmust, shouldで、代表される要求・命令・
絶対的な考え方である」。また，事実に基づか
ない，論理的必然性を欠く，気持ちを惨めにさ
せるという特徴を持つ。事実と願望・推論・解
釈の混同，あるいは，一般化のしすぎという点
で，事実に基づかず，論理的必然性を欠いてい
るのである（真仁田・村久保， 1988）。さらに，
河村・圏分（1996）では， 「～であるJも含む
としている。 「黒人は白人より劣っているJ
（事実に基づいていない）や「教師は労働者で
あるj （一般化のしすぎ）などが例としてあげ
られる。
イラショナノレ・ピリーフは向けられる対象に
よって3種類に分けられる（石隈， 1989）。こ
れは， Ellisが，長年にわたっての論理療法の
実践から発見したものである。
① 私（ I) ：自分に関するものである。例
えば， 「私はどんなことがあっても，絶対に立
派にやらなければならない。もし私が立派にや
らなければ，私はどうしようもない人間である」
という思いこみである。 「私が立派にやらなけ
ればならないと思っているほど充分に私がやら
ない場合Jには，このイラショナル・ピリーフ
は，不安，憂うつ，絶望の原因となる。
② あなた（You) ：他の人々に関するもの
である。備えば「あなた（他の人々）は，どん
な状況においても，私を公平に，正当に，親切
に，思慮、深く扱わなければならない。もしあな
たがそうしないならば，あなたはどうしようも
ない人関で，罰を受け，苦しむべきである」と
いう思いこみである。このイラショナノレ・ピリー
フは，怒り，敵意、の原因となる。
① 状況・環境（Environment) ：人が生
きている状況，環境に関するものである。 「私
が生きている状況は，私が望むとおりのものを
私が望むときいつでも与えてくれなければなら
ない。私の状況は，どんなときも私に決して欲
求不満を与えるべきではない」といったもので
ある。このイラショナル・ピリーフは，低い欲
求不満樹性，自己機関，憂うつの原田となる。
また，イラショナル・ピリーフは，関与する
レベルによって， 1～3次的レベルに分けられ
る（石隈， 1989）。 1次的レベノレのイラショナ
ル・ピリーフは「私は絶対に成功しなければな
らない。そうでなければ私は駄Bな人間である」
として不安・憂うつに陥ることであり，これは
もとの出来事に関するイラショナル・ビリーフ
であるため， 1次的症状であるといえる。 2次
的レベルのイラショナル・ピリーフは， 「自分
が不安であるJという状況を発見し， 「私は不
安であるべきで、はなしリとイラショナル・ピリー
フを持つことをいう。 3次的レベルのイラショ
ナノレ・ピリーフは，心理療法の治療場面で起こ
る新しい出来事に関するイラショナル・ピリー
フであり「治療は絶対に成功しなければならな
い」というような治療に関するマストである。
つまり，人々はもともとの出来事に関して「ね
ばならない」を持つ。そして，不安や憂うっと
いう症状に関して「ねばならない」を持つ。さ
らに，心理療法に関して「ねばならない」を持
つのである。論理療法ではこれらの3つのレベ
ルのイラショナル・ピリーフを 1つずつ扱うの
である。
II イラショナル＠ビリーフと異文化
、適応、の関連
1 イラショナJI.-・ピリーフと不適芯
?ー? ?? ?
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アメリカではイラショナル・ビリーフ・テス
トの開発と適応との関連に関する研究が多く行
われている。イラショナノレ・ピリーフを測定す
るテストが，約20種類開発されている。 Jones
(1968）の100項目， 5件法のIrrationalBelief 
Testはその中でも先駆的なものである。まfこ，
Ellisの記述をもとに， MacDonald& Games 
(1972）がEllis’sIrrational Beliefsを作成し
た。一方で、，これらのテストは必ずしもピリー
フのみを含まず，感情や，行動を問う質問項目
が含まれているとの指摘がある。 Kienhorstら
(1993）は感情を含む項目と感情を含まない項
目，および，イラショナル・ピリーフと確定で
きる項吾とイラショナル・ピリーフと確定でき
ない項目に分類することを試みた。適応との関
係には，抑うつに関してThyerら（1981）はイ
ラショナノレ・ピリーフが高いと抑うつが強いと
いう結果を出している。 Daly& Burton (1983) 
はイラショナノレ・ピリーフと自尊感情の有意な
負の相闘が結果として得られた。怒りと敵意と
の関係では， Zwemer& Deffenbacher (1984) , 
Zurawski & Smith (1987）などがあげられる。
日本における研究の最初の試みとしては，松村
(1991）が独自の日本語版IrrationalBelief 
Test (JIBT）を作成した。項目の因子分析に
よって得られた7因子とは，自己期待・問題回
避・倫理的非難・内的無力感・依存・協調主義
・外的無力感である。石隈ら（1993）はJIBT
に独自に作成した41項目に加えた84項居につい
て因子分析を行った。 3困子の内容はEllisに
よる 3種類のイラショナル・ピリーフによる解
釈が試みられたが，各項目の主語が暖昧である
ため， 3種類のイラショナノレ・ピリーフとして
は解釈にばらつきが生じるとしているO そして，
Ellisによる 3種類のイラショナル・ピリーフ
に基づいた項目を設定した，新たなテストの作
成が望まれると述べている。そこで，半田
(1996）は石隈らの上述の提言を考慮にいれ，
高校生を対象とするイラショナル・ピリーフ・
テストを作成することを試みた。森ら（1994)
は松村のJIBTが項目数が多く，臨床現場向き
の尺度ではないと考え， JIBTの短縮版を作成
することを試みた。大学生546名を対象に調査
を行い，因子分析の結果， 5因子が抽出された。
それぞれの因子は， 「自己期待」 「依存J「問
題回避」 「倫理的非難」 「無力感」と命名され
た。以上の結果，各因子4項目，合計20項自か
らなる「JIBT-20」が作成された。さらに，
鈴木（1995）はイラショナル・ピリーフと適応
の関係を中学生，高校生と大学生にわたって発
達的な視点から検討し馬場（1995）はイラシ
ョナル・ピリーフのアイデンティティ達成に及
ぼす影響について調査を行った。河村・問分
(1996）は小学校教師を対象にして教師特有の
指導行動を生むイラショナル・ピリーフ尺度を
作成し，教師の管理・生活指導に関するイラシ
ョナル・ピリーフが弱い教師を担任としてもつ
児童の適応感が高いという結果を報告している。
以上に述べたように，イラショナル・ピリー
フは抑うつ，不安，自尊感情の欠如，社会的ア
サーティプネスの不足など様々な要素と関連し
ていることが明らかである。つまり，人間の有
するイラショナル・ピリーフによって，自己破
壊的な結果に陥ったり，不適応、な状況になった
りする。同様に，異文化適応のプロセスにおい
て，人間の物事への受けとめ方（ピリーフ・シ
ステム）が重要な役割を果たしていると考えら
れる。
2 イラショナ）［.・ビリーフと異文化適応
近藤（1981）は，実際の海外における不適応
問題の例を見ていくと， 「期待」というプレッ
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シャーから「自分の最善を尽くせば良い」とい
う柔軟的な考え方ができず， 自分の「弱さ」を
受容で、きなかったためノイローゼになってしまっ
た会社員のケース，また，瀧外で研究に失敗し
たため「自分は駄目な人間である」と思い込ん
でしまい，その精神的問題が身体的な症状に現
れ発病した男性のケースなど，自己期待が非常
に高く，完全主義的で柔軟性を欠いた者の不適
応のケースが多く示されていると述べている。
このような異文化における適応問題には，非論
理的な「物事の捉え方」，つまりイラショナノレ・
ビリーフの考え方が大きく関わっていると思わ
れる。
論理療法では，イラショナル・ピリーフによ
り，結果として，不安や抑うつ，激しい怒りと
いった情緒的障害が生じるとされる。そのため，
抑うつを測る尺度とイラショナル・ピリーフ・
テストの関係の研究がよく行われている。だが，
異文化適応に関わる心身の健康，対人関係，文
化・生活などとイラショナル・ピリーフの関連
に焦点を与える研究は，まだきわめて少ない状
況であるO 今後，人間のビリーフという側頭か
ら，異文化適応に関する研究は，より
であると思われる。
Ho (1991）は「中国人（台湾，中国本土）
大学生の（子供の）養育態度に対する認知，お
よび認知とイラショナル・ピリーフとの関連」
について，研究を行った。その結果のーっとし
ては，台湾出身者は本土出身者よりも，子供の
養育態度が保護的，一貫性がないと認知するこ
とが少なく，よりしつけが厳しく，寛容で，期
待が大きかった。また，台湾出身者のイラショ
ナノレ・ピリーフは，本土出身者のより有意に低
いことを示していた。 Tobacyk(1992）は
「“信念（ピリーフ）に基づく人格構造”にお
けるポーランド人大学生とアメリカ人大学生と
の比較」について調査を行った。その結果によ
ると，ポーランド人の方がアメリカ人よりも
I B尺度得点が高いという仮説が支持された。
男性にも女性にも同様な結果が得られた。だが，
ラショナル・ビリーフ尺度の項目は，自己本位
の非宗教的な人文哲学に基づいており，ポーラ
ンド社会は社会心理学的にみて，広くカソリッ
ク主義・社会主義両者とも集団主義的な哲学を
強調していることによって規定されているとい
う考察も得られた。
土戸（1994）は滞米日本人留学生を対象にし，
イラショナノレ・ピリーフと学習態度・意欲の異
文化適応の関連を調べた。被検者の数が少なかっ
たため，イラショナル・ピリーフと学習態度・
意欲の要因が適応と関連を持ち，イラショナル・
ピリーフが高いほど不適応度が高く，学習態度・
意欲が高いほど不適応度が低いという結果が参
考として示されたので、ある。
吉 (1996）は，人間の日常生活上で、起こるも
のごとの受け取り方（ピリーフ・システム）と
学習態度・意欲に焦点を当て， 自本にいる
人留学生の異文化適応を考えた。予備調査によっ
て， イラショナノレ・ピリーフ・テスト
を独自に作成した。本調査におけるイラショナ
ノレ・ピリーフ・テストの結果の因子分析を行い，
f他者・状況」 「自己J「倫理観」に関するイ
ラショナル・ピリーフが因子として得られた。
本調査は第l次，第2次（4ヶ月後）に分けて
行い，以下の結果が得られた。他者・状況に関
するイラショナル・ビリーフが強い女子ほど，
心身の健康度が低い。 4ヶ月間の変化をみれば，
f患者・状況に関するイラショナル・ピリーフが
弱くなる人ほど，健康度も上昇する。他者・状
況に関するイラショナル・ピリーフが強いと，
新しい文化的環境，生活環境における柔軟な対
応，新しい人間関係が作りにくいと考えられる。
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イラショナル・ピリーフは異文化体験によって
弱くなる。この結果から異文化適応への過程は，
様々な函難や葛藤に出会ったときに，合理的な
解決を求め続ける力が形成される機会となると
思われる。学習態度・意欲が高い人ほど，心身
の健康度が高い。また，古（1997）はピリーフ・
システムと適応との関連について日中比較研究
を行った。日本人高校生と中国人高校生， 日本
人大学生と中国人大学生では，イラショナル・
ピリーフが強いと，自己肯定感が高く，学業に
対しでも適応が高いというほぼ一致な結果が得
られた。しかしその一方でイラショナノレ・ピリー
フが強いと情緒は不安定の結果も見られた。ま
た，中国人高校生・大学生においては，倫理・
自己理想に関するイラショナノレ・ピリーフ因子
と自己肯定感因子，学校に対する肯定的態度・
学業因子と有意な正の相関が得られた。日本人
高校生・大学生においては，倫理観に関するイ
ラショナル・ピリーフの強さと適応において有
意な相関が見られなかった。儒教思想、は紀元前
2世紀に中間の正統思想として地位を確立され
て以来，儒教の思想体系，道徳規準，行為規範
は一般的な社会生活における倫理としての機能
を持ち，中国社会の各方面に浸透し，中国人の
思考様式と行動様式に影響してきた（陳， 1992;
高田， 1994）。故に，中国人での倫理・自己理
想に関するイラショナル・ピリーフと適応にお
ける相関は5本人より強い正の相関が現れたの
ではないかと考えられる。さらに，鈴木（1997)
は森によって開発された「JIBT-20」を用い
て高校生の学校ストレスについて日韓比較研究
を行った。イラショナル・ピリーフにおいて
「倫理的非難J' 「無力感」では日本の生徒の
方が，それ以外は韓国の生徒が有意に高い得点
であった。また韓由人高校生の方が日本に比べ
て学校ストレスが高いことが示された。
以上のように，人間の有するイラショナル・
ピリーフによって，自己破壊的な結果に陥った
り，不適応に焔ったりする。同様に，異文化適
応の要素の中にも，人間の物事への受けとめ方
（ピリーフ・システム）が重要な役割を果たし
ていると思われる。特に吉と鈴木の研究調査に
よって中国人，韓関人が持っているイラショナ
ル・ピリーフは日本人より強い，またそのイラ
ショナノレ・ビリーフは不適応と関連していると
いう結果が得られた。日本に在住する外麗人の
中で中国人と韓国人は非常に高い比率をしめて
いる。留学生のデータだけをみても，平成9年
5月1日現在日本の大学などで学ぶ中国からの
留学生（22,323人）に韓国（11,785人），台湾
からの留学生（4,323人）を加えると，全留学
生数に占める割合は75.3%に達している。彼ら
の異文化適応を援助する時に，論理療法を用い
てイラショナノレ・ピリーフの軽減，あるいは修
正に焦点をあわせてカウンセリングを行うこと
が効果的ではないかと考えられる。実際，
Gary (1995）は留学生を対象とする事例研究
から論理療法が留学生の異文化適応を効果的に
援助できると指摘している。その理由について
は以下の 3点を述べている。まず，留学生は非
指示的なカウンセリングよりは直接なアドバイ
スを必要としており，そして認知行動療法であ
る論理療法はそのニーズに応じられる。次に，
論理療法は物事に対する考え方をベースにして
いるため，個人が合理な結論を出すときに役に
立つ。そして最後に，論理療法は考えることが
好きで，ある程度の教養を受けている人，例え
ば大学生などに有効である。
まとめに代えて
日本から外匿に出かけていく人が増えている
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と問時に， 日本で生活している外国人も激増し
ている。平成9年5月1日現在日本の大学など
で学ぶ留学生数だけでも51,047人に及んでいる。
小川（1990）は， 「学もならずんば，死すとも
帰らずJと大きな期待を背負っている留学生は
心理学的に自分の母なる大地である郷里を捨て
て新しい所へ行く，大変な決意で分離，個体化
を断交したわけであると述べている。つまり，
新しい成長を遂げようとする人は，異郷という
異文化で， 「他人の飯を食って成長」しなけれ
ばならない。このように知らない文化，社会の
中で暮らすというような厳しい状態にいる人々
は多くの課題を要求されており，異文化適応に
問題をもちやすい。異文化の中で暮らすとき，
表面的にはその文化の要求に応えて行動できて
も，内心では違和感を覚え続けるというケース
は決して珍しくない。大きな深刻な問題になり
つつある異文化不適応問題を軽減・解決しカ
ルチュア・ショックを克服するために，その問
題を事前に予防する手段，または実際の問題を
解決していく手段，方法を講じていく必要があ
ると思われる。
まず，渡航前の準備プログラム等において，
行き先の文化を紹介する他にガイダンス・カウ
ンセリングを行い，その際に個人のピリーフ・
システムにおけるイラショナル・ピリーフを留
学前の段階において発見し修正することによっ
て，渡航後の適応を個人レベルで、援助すること
が可能であると考える。また，留学前のガイダ
ンスの際に，論理療法に関するワークショップ，
講義などを行い，指導していくことも効果的で
あると考えられる。これまでの研究では神経症
レベルの不適応を起こした者には論理療法の理
論を役に立てることのできる可能性を示してき
た。勿論，極度のうつ状態に落ち込んでいる者，
自己洞察力が欠如している者などに対して論理
療法を用いることは慎重にならなければならな
いと思われる。今後論理療法に関する発展的
研究がなされ，典文化適応へのより効果的な援
助方法が検討されることが望まれると同時に，
論理療法を用いる異文化問カウンセリングの実
践が期待される。
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The Possibilities of Supporting Cross-Cultural Adjustment 
by Rational-Emotive-Behavior-Therapy (REBT) 
Yuanhong Ji 
Abstract 
As our world is becoming more international and global, more and more Japanese have 
experiences of cross culture by travelling to oversea, studying at abroad, and or being 
dispatched. In the same time, the number of foreigner in Japan is increasing rapidly. In 
this study, firstly, a brief introduction of cross cultural ajustment and culture shock is 
given. Secondly, the factors related to culture shock are discussed. Then, from another 
point of view the cross-cultural adjustment is investigated. RE BT shows that the change of 
oneself can be realized by amending one’s irrational belief, it can be benefit for reducing 
emotional distress. The research shows that the irrational belief is related to depression, 
anxiety, lack of self-esteem and mental healthy of foreign students. From case studies, the 
conclusion can be made that RE BT can help foreign students to adjust to cross culture 
effectively. In the future, the development research of RE BT, and the investigation of 
more effective supporting methods for cross-culture adjustment are necessary, meanwhile the 
practice of cross-culture counselling by R E BT isalso expected. 
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